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[序] 超短時間で応答する次世代有機光学素子の開発に寄与するものとして、可視・

紫外部領域に強い吸収帶をもつ有機分子のπ 電子運動をコントロールする研究が注

目されている[1]。本研究では最適制御理論を用いて、２つの芳香環が単結合で結び

ついているキラル共役分子（モデル分子として(P)-2,2’-biphenol）につくられたコヒ

ーレント π 電子回転状態をいずれかの芳香環に局在させるレーザー電場を設計する。

最適レーザー場とこれによって誘起された電子コヒーレントの時間依存性を解析す

ることにより、π電子回転運動の局在化機構を明らかにする。

[本論] 図１(a)は、時計まわり（Ｃ）、反時計まわり（Ａ）のπ電子回転運動状態の

線形重ね合わせによって片一方のベンゼン環にπ電子回転運動が局在化出来ること

を示している。ここで、[ ]は [Ｌ環の回転状態 Ｒ環の回転状態]を表わす。左（右

側の環）を L(R)と表記する。

図１．(a) π電子回転運動の局在化原理、 (b)局在化に用いる電子励起状態

図１(a)に於いて[A O] と[O A]は、それぞれ、反時計回りの状態が L環とＲ環に局在



している状態を表す。それらは [A A]と[A C]との in-phase と out-of-phase の重ね合

わせで出来ることを示している。[A A]や[A C]回転状態は２つの電子励起状態のコヒ

ーレント励起によってつくられる[２]。

次に、最適制御理論を用いて[A O]および [O A]の局在化計算を行った結果を図２示

す。ターゲット時間は３０fs に設定した。ターゲット状態は図１（ｂ）に示されてい

る 3 つの励起状態(a, b1,b2)を用いて表わすことが出来る。図２(a) は、時刻３０fs

に於いて L 環（実線）とＲ環（破線）では、それぞれ、反時計まわりに回転角運動

量（正の値）を得ていることから、[A O]および [O A]の局在化制御が正当に実行さ

図２．[A O]および [O A]局在化の最適制御計算結果。（a）回転角運動量の期待値の

時間依存性、(b) 最適電場中での電子のコヒーレント運動の時間依存性、電子コヒ

ーレンスの虚部の大きさは環電流の大きさに比例している。(c) 最適制御電場（Ex,

Ey, Ez）の時間依存性。

れたことを示している。

電子コヒーレンスおよび制御電場の詳細な解析結果は当日述べる。
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